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医療機器・医療機材・薬剤における

安全な運用に向けた標準化の取り組み
4） 電子処方箋
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私が発表する今回の演題について開示すべきＣＯＩはありま
せん。

演題名： 医療機器・医療機材・薬剤における安全な運用に
向けた標準化の取り組み

4） 電子処方箋
筆頭演者名： 池田和之

第29回日本医療情報学会春季学術大会
ＣＯＩ開示
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処方箋とは

患者への
情報提供

フリーア
クセス

薬剤師
への指
示

医師法

第二十二条 医師は、患者に対し治療上薬剤を調剤
して投与する必要があると認めた場合には、患者又
は現にその看護に当つている者に対して処方せんを
交付しなければならない。

薬剤師法

第二十三条 薬剤師は、医師、歯科医師又は獣医
師の処方せんによらなければ、販売又は授与の目
的で調剤してはならない。

保険医療機関及び保険医療養担当規則第 2 条の 5

保険医療機関は、当該保険医療機関において健康
保険の診療に従事している保険医の行う処方せん
の交付に関し、患者に対して特定の保険薬局におい
て調剤を受けるべき旨の指示等を行ってはならない。
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処方箋の要素

• 薬物療法の内容を示したもの

• 関連法規：医師法、歯科医師法、薬剤
師法、健康保険法・・・・

• 署名または記名・押印

• 記載項目：保険者番号、患者氏名、保
険医師名、処方・・・・

東京保険医協会．2024年改正（様式第二号）
https://www.hokeni.org/data-
docs/2016122800082/file_contents/2024shohousen.
pdf

医薬
品

数量 用法 日数
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https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001015134.pdf
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厚生労働省．電子処方箋導入による診療科別メリット．医科
https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001303618.pdf
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電子処方箋のチェック

• 重複チェック
• 同一成分・同一投与経路の医薬品

• チェックタイミングは各種設定

• 対象データは電子処方箋管理サービスに登録された処方・調剤情報

• 原則、１００日

• 併用禁忌チェック
• 添付文書の「併用禁忌」欄に記載のある医薬品

• 配合剤も成分を考慮

• その他、基本概念を示す
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デジタル庁．電子処方箋の導入状況に関するダッシュボード
https://www.digital.go.jp/resources/govdashboard/electronic-prescription
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電子処方箋 導入のための準備

環境整備 運用周知
運用変更の周知
• 職員
• 患者

近隣施設への案内
• 薬局

マスタ設定
• 薬品マスタ
• 用法マスタ
• 単位設定

HPKIの準備
• HPKIカード
• セカンド認証
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電子処方箋に向けて

処方箋の基本事項
薬品、用法、単位

「電子処方箋管理サービスへの登録に当たっては、指
定されたコードで登録」

YJコード、レセプト電算コード、一般名処方コード
：薬品マスタコードの確認

オーダ単位と薬価単位
電子処方箋用の用法：標準用法規格
 用法の整理（使用頻度）

標準コードへのマッピング

電子処方箋の正しい理解



第29回日本医療情報学会春季学術大会 HELICS（医療情報標準化推進協議会）チュートリアル

用法の標準化

用語の標準化
• 用法の表現

• １日３回毎食後

• 分３

• ス

• 標準用法用語集
• 日本薬剤師会・日本病院薬剤師
会で作成

電子的な表現の規格化
• 用法のコード化の規格

• 情報システムで取り扱う

• 処方・注射オーダ標準用法規格
• 日本医療情報学会で作成
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HS027処方・注射オーダ標準用法規格策定の流れ

日本薬剤師会およ
び日本病院薬剤師
会で用語の審議・公

開

日本医療情報学会
で用法用語に対す
るコードの規格を策

定・公開



第29回日本医療情報学会春季学術大会 HELICS（医療情報標準化推進協議会）チュートリアル

日本病院薬剤師会．標準用法用語集（第2.2版）の公表について．
https://www.jshp.or.jp/content/2025/0327-12.html
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日本医療情報学会．標準規格および関連資料．
https://www.jami.jp/jamistd/standards/
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処方・注射オーダ
標準用法規格

標準用法用語集
※整理番号は用法規格のコードでない
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HS027処方・注射オーダ標準
用法規格

• 申請受付番号：HS027

• 提案規格名（［ ］内は提出団体名）

：処方・注射オーダ標準用法規格

［（一社）日本医療情報学会］

• 状況：採択

• 申請日：2016/03/18

• 採択日：2016/09/09

• 厚生労働省標準規格：2018/05/21
HELICS協議会．Ⅰ．「医療情報標準化指針」一覧（採択されたもの）．
処方・注射オーダ標準用法規格［（一社）日本医療情報学会］．厚生労働省標準規格．通知PDF．
https://square.umin.ac.jp/helics/html/files/MhlwTsuuchi/MhlwTuchiSeisha160328-2.pdf
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HS027処方・注射オーダ標準用法規格とは

• 標準用法用語集に掲載された用語に対するコード規格を示したもの

• 各用法用語は、１６桁の英数字で表現される

• それぞれの桁の英数字に意味がある

• 各桁で英数字の意味が異なる

• 1 日内での服用タイミングや投与回数、服用方法の記述方法が対象

• 補足用法コードとして、スケジュール用法の仕様、不均等投与の仕様

• 標準用法用語の一覧に収載されている用法と用語だけを対象

• コード規格から独自に用法用語を生成しないこと

• 本仕様独自の変更や追加は行わない
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第1桁目
基本用法区分
・内服、外用、注射、注入

第2桁目
用法詳細区分
・対象の薬品がどのようなものか（吸入薬、うがい）
・どのように使用するか（静脈注射、皮下注射）

第3桁目
タイミング指定区分
・食事指定、時間指定、イベント指定

第4桁目～第14桁目
1日の服用タイミング

第15桁目
時間的要素・機器区分（注射のみ）
・投与にかかる時間
・機器の使用

第16桁目
実施環境、施行者（注射のみ）
・誰が行うか
・どこで行うか

１２３４５６７８９０１２３４５６

処方・注射オーダ標準用法規格とは
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処方・注射オーダ標準用法規格

表１４：時間的要素・機器区分
ワンショット １
点滴 ２
持続投与 ３
持続投与（輸液ポンプ使用） ４
精密持続投与（シリンジポンプ使用） ５

表１５：実施環境・施行者区分
医療機関・医療従事者 １
医療機関・自己 ２
在宅・医療従事者 ３
在宅・自己 ４

• 16桁のコード
• 1日の中のタイミングを記述
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処方・注射オーダ標準用法規格

補足用法コード
・1日を超えたスケジュール用法（曜日指定など）
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処方・注射オーダ標準用法規格
１．目的と名称

２．取り扱う用法の種類

３．対象とする用法と用法記述

４．コード体系の基本方針

５．内服コード体系の仕様

６．外用コード体系の仕様

７．注射・注入コード体系の仕様

８．処方スケジュール用法の仕様

９．不均等投与の仕様

１０．用法コード表

１１．用法コードに１対１対応する用法名称

１２．用法コードの管理情報

１３．文中から参照される表

目的やコード化の原則など、
基本的な内容を記述

各用法区分における
具体的な使用法や内容を記述

補足用法コードに関する内容を記述

本規格で使用するコード表等を記述
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ご静聴、
ありがとうございました
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